
[上総国分尼寺跡（市原市）]探訪レポート

　　　　　正面は上総国分尼寺跡





　左へ進み、まずは展示館を見学する



　前方が展示館





　　　史跡上総国分尼寺跡展示館





　前方に復元された金堂院が見える





　　　　　振り返って展示館を見る



　　　　　一帯が上総国分尼寺跡



　正面は経楼跡



　正面は鐘楼跡







　　　回廊、中門からなる範囲を「金堂院」と呼ぶ/回廊は瓦積み基壇の上に立つ/奈良時代後半当時の姿を復元したという　



　　　回廊









　　　中門





　　中門正面





主要部は紅柄（べんがら）塗り、木端（きばな）は黄土、金剛柵は緑青塗り、壁は漆喰塗りで仕上げられている



反った軒に対して軸部を調和させるため、隅柱を他の柱よりほんの少し高くする手法（隅柱の伸び、生起/中国）を使おうとしたのか？



　　　　　　礎石は蛇紋岩自然石/木材は木曽檜、欅、ヒバが使われているという





壁の下には狭間石が並べ据えられている



上面に甎（せん）を敷きつめた瓦積み基壇



正面は金堂基壇



　　　金堂基壇









　　　　　正面は青銅製の燈籠







　　　上記との足元の処理の違い？







　青銅製の燈籠





　八角燈篭とある





















参考/上総周辺の古代寺院












